
 寒さが一段と厳しくなり、本格的な冬の訪れを感じます。 

 先日はお忙しい中、発表会にご参加いただき、子ども達の姿へ温かな拍手をありがとうございました。 

大勢のお客様に見守られる中、小さなほし組さんもステージに上がり、保育士の掛け声に一生懸命応えな

がら、かわいらしい姿を見せてくれました。つきにじ組さんのオリジナルの劇では、初めは緊張した様子も

ありましたが、次第にお話の世界に入り込み、お姫様や王子様になりきって表現する姿が微笑ましかったで

す。そして、そら組さんにとっては最後の発表会。友だちと意見を出し合い、気持ちを合わせて一つのもの

を作り上げる喜びや取り組む楽しさを味わい、大きな達成感を感じることができたことと思います。 

 

発表会の場は、子ども達にとって緊張感を味わう特別な機会です。 

緊張は自分の気持ちと向き合う大切な時間でもあります。中には 

緊張をいつもとは違う表情や動きで表す子もいましたが、それで 

も自分なりの力を出してステージに立つ勇気を見せてくれました。 

終えた後のホッとした表情からこうした場での経験が心の成長に 

つながっていることを感じさせてくれました。 

 

発表会明けの月曜日には、みんなでいろんなクラスの出し物に 

参加し、発表会ごっこを楽しみました。(右の写真) 

 

 

 

 
 

              

 先日、川根本町のホームページのお知らせにもありましたが、今月に入り、川根本町役場本庁舎前から

1.3ｋｍ上流地点でクマの目撃情報がありました。当園からも近いところでありますので、お散歩等は当

面控え、情報収集にあたる対応をしていきたいと思っています。また、クマは明け方や夕方、行動が活発

になると言われていますので、暗くなってからのお迎え時は十分にお気を付けください。 

言葉を獲得しようとする子どもたちにとって、 絵本

はとても良いツールだと思います。大切なのは言葉を覚 

えたり、物の名前を覚えたり、文字に興味をもつきっかけになるという以上に絵本 

を読んでくれる人がいるということです。絵本を介したコミュニケーションは人と 

一緒にいることの楽しさ、面白さ、温かさがセットになって子どもを育ててくれま 

す。豊かな言葉の獲得には、絵本を読んでくれる人の声や 

肌の温かさが必要です。心の優しさや温かさがあるから、 

子どもは絵本を通して言葉を楽しむことができるのです。  

(保育雑誌より) 

もうすぐ、年末年始のお休みに入ります。お子さんたちと 

一緒に過ごす時間に絵本を活用してみてはいかがですか。保育園の事務室内に 

貸し出し絵本コーナーがあります。この季節にピッタリの絵本もたくさんあり 

ますので、借りたい方は職員に声をかけてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年 12 月 10 日 

三ツ星保育園 


